






































【正解と解説】

●問題Ⅲ-1
正解は④
平成29年の農林水産物・食品輸出額8,071億円の内訳は、農産物が4,966億円、林産物が
355億円、水産物が2,749億円である。したがって④の組み合わせが最も適切である。

●問題Ⅲ-2
正解は④
ウリ科などの無胚乳種子では、種子の発生途中に胚乳が退化し、養分を蓄えた子葉が大き
く発達して種子の大部分を占める。したがって④の組み合わせが適切である。

●問題Ⅲ-3
正解は②
ソバはムギ類の後作（二毛作）に適するが湿害に弱い。水田転作では排水対策の徹底が不
可欠であり、収穫ロスの低減には難脱粒性品種の導入が重要である。

●問題Ⅲ-4
正解は①
果実を利用するキュウリ等は果菜類、レタスのように葉を利用するものは葉菜類、ダイコ
ンやニンジンのように肥大した根を利用するものは根菜類に分類される。

●問題Ⅲ-5
正解は①
同じ作物を続けて作付けすることは「連作」であり、連作障害が生じる。「輪作」は異な
る種類の作物を同一耕地で規則的に順序を変えて栽培することであるため誤りである。

●問題Ⅲ-6
正解は③
ある期間の低温遭遇によって花芽分化が誘導・促進される現象を春化（バーナリゼーショ
ン）という。高温にさらされるとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-7
正解は④
果樹のわい化栽培では樹形が小さいため密植栽培が行われる。従来の普通栽培に比べて
10a当たりの栽植本数が大幅に増大するため、苗木経費は高くなる。

●問題Ⅲ-8
正解は②
アブラムシ類は好適条件下で雌が交尾なしで幼虫を直接産む単為生殖（胎生）を行い、短
期間で爆発的に増殖する。有性生殖で増殖力が高くないとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-9
正解は⑤
遺伝子組換え技術により作出された除草剤耐性ダイズやナタネ等は海外で広く商業栽培さ
れているが、日本国内で大規模に栽培されている事実はないため誤りである。

●問題Ⅲ-10
正解は③
湛水水田の表面数mmは溶存酸素により赤褐色の酸化層となり、その下層は酸素が欠乏して
灰色〜青灰色の還元層となる。有機物の蓄積は特に湿田で顕著である。

●問題Ⅲ-11
正解は⑤
中耕は作物の生育期間中に株間や畦間の表土を浅く耕耘し、通気性改善や除草を行う作業
である。作物が栽培されていない期間に行うとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-12



正解は④
タンパク質は食品ごとにアミノ酸組成が異なり、人体で合成できない必須アミノ酸のバラ
ンス（アミノ酸スコア）によって栄養価は大きく異なるため、一定とする記述は誤りであ
る。

●問題Ⅲ-13
正解は⑤
コンニャクは主成分のグルコマンナンが糊化した後、水酸化カルシウム等のアルカリを加
えることで凝固する。凍りコンニャクは凍結後に乾燥させたものである。

●問題Ⅲ-14
正解は⑤
緩慢凍結（ゆっくり冷却）を行うと氷の結晶核の数が少なくなり、大きく粗大に成長して
細胞組織を破壊しやすい。結晶が小さくなるとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-15
正解は①
ソックスレー抽出法によるエーテル抽出は脂質、ケルダール法による窒素定量はタンパク
質、酸抽出液を原子吸光光度計で測定する手法はナトリウムの分析法である。

●問題Ⅲ-16
正解は②
乳酸菌は耐酸性を持ち、乳酸発酵によってpH4付近まで低下しても生存・増殖可能であ
る。pH5付近で増殖できなくなるとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-17
正解は③
HACCPは原材料受入から出荷までの全工程で危害を予測・管理する手法であり、最終製品
の抜き取り検査に依存する従来手法からの脱却を図ったシステムである。

●問題Ⅲ-18
正解は①
乳量の多いAはホルスタイン、乳脂率の高いBはジャージー、霜降り肉のCは黒毛和種、山
地放牧に適するDは日本短角種、熊本・高知のEは褐毛和種である。

●問題Ⅲ-19
正解は⑤
牛トレーサビリティ制度は、平成13年に国内で牛海綿状脳症（BSE）の発生が確認された
ことを契機として制定された。口蹄疫を契機とする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-20
正解は③
BSE（牛海綿状脳症）の感染経路は異常プリオンに汚染された肉骨粉などの飼料摂取（経
口感染）であり、家畜同士の日常的な接触感染ではない。

●問題Ⅲ-21
正解は①
草地における放牧草の生産量および栄養価は季節変動が極めて大きく、春に多く夏に低下
する（夏枯れなど）。季節変動がないとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-22
正解は④
反すう家畜のルーメン微生物は水溶性ビタミン（B群等）を合成できるが、脂溶性ビタミ
ンであるビタミンA、D、Eは合成できないため飼料からの給与が必要である。

●問題Ⅲ-23
正解は②
平成29年度の牛肉輸入量は第1位が豪州、第2位が米国である。豚肉輸入量の第3位はデン



マーク、鶏肉輸入量の第1位はブラジルである。

●問題Ⅲ-24
正解は①
レッドデータブックは絶滅の危機に瀕している野生動植物をリストアップした冊子であ
る。他の選択肢はビオトープやミティゲーション等の用語定義が誤っている。

●問題Ⅲ-25
正解は②
溶存酸素（DO）は水中に溶解している酸素量である。有機汚濁が進んだ水域では好気性微
生物が分解に伴い酸素を大量に消費するため、DOは低下する。

●問題Ⅲ-26
正解は④
日平均気温が4℃以下となる寒冷期に施工するコンクリートは寒中コンクリートである。
マスコンクリートはダム等の断面寸法が大きく水和熱管理が必要な構造物である。

●問題Ⅲ-27
正解は③
リル侵食は降雨による地表流出水が土壌表面を流れる過程で生じる細い溝状の水食現象で
ある。強風による土粒子の飛散・移動とする記述は風食の説明であり誤りである。

●問題Ⅲ-28
正解は⑤
暗渠溝の埋戻し材（疎水材）は、地表水や土壌中の重力水を速やかに吸水管へ浸透させる
透水性の確保が最優先される。地耐力確保を最優先とする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-29
正解は②
作物がしおれ始める水分点は初期萎凋点であり、根の吸水速度低下により生育が阻害され
始める水分点は生長阻害水分点である。説明が初期萎凋点と混同しており誤りである。

●問題Ⅲ-30
正解は①
工事価格（A）は工事原価と一般管理費等（B）から成り、純工事費は直接工事費と間接工
事費のうち共通仮設費（C）から構成される。

●問題Ⅲ-31
正解は④
孔内載荷試験はボーリング孔壁に圧力を加えて地盤の変形係数や降伏圧などの力学特性を
求める試験である。透水係数を求めるための試験ではない。

●問題Ⅲ-32
正解は⑤
遮水性ゾーンはk≦1.0×10^-5 cm/sかつ締固め密度、透水性ゾーンは剪断強度、フィルタ
ーゾーンは浸潤線を作らない（速やかに低下させる）機能を持つ。

●問題Ⅲ-33
正解は③
限界水深より大が常流、小が射流である。限界水深は流量を一定とするとき比エネルギー
を最小にし、比エネルギーを一定とするとき流量を最大にする水深である。

●問題Ⅲ-34
正解は③
ライフサイクルコスト（LCC）は、施設の計画・設計・建設費から供用期間中の維持保全
費、更新費、最終的な撤去・廃棄処分費に至るすべての費用の総額である。

●問題Ⅲ-35



正解は②
基本構想段階での関係者の合意は地域全体の包括的な方針合意であり、具体的な権利調整
や費用負担を伴う個別事業の計画・実施合意を直ちに意味するものではない。


